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化膿性,肝膿癌が最も考えられた.又,本症例では,占

拠部位が横隔膜直下でないこと, 脂肪肝もなく, 単純

CTで明瞭な低吸収域があることより.USで病変が検

出できなかった理由として.病変がすでに治癒後期に入

り,そのため,肉芽組軌 こよる療病化していたことが推

測された.

3.画像上著明な脂肪浸潤が疑われた

アル コール性肝障害の 2死亡例
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比較的急速に進行し,画像上高度な脂肪沈着が疑われ

たアルコール性の肝不全の 2死亡例を報告した.1例は

大量の飲酒歴は約10年.1例は約 1年であった.前者は

56年には脂肪肝はなく,61年6月の入院時は,大量の腹

水とCT上著明な脂肪沈着が疑われた.入院後,黄垣は

増強し8月永眠された.剖検では肝に著明な脂肪沈着

が認められ,肝組織像では,高度な脂肪沈着を伴った

PPCFwithLDの所見であった.後者は肝性脳症と黄垣で

6月29日入院.現病歴から重症アルコール性肝障害と考

えられた.入院 3日後に永眠された.CTにて著明な肝

の脂肪沈着が疑われた.両者はいづれもアルコール性肝

不全例と考えられた.

4.腹腔鏡で診断 しえた腹膜偽粘液腫の 1例
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症例は71歳女性.主訴は腹部膨満感.昭和46年に胃癌

にて手術を受けている.昭和57年胸膜腫壕と少量の腹水

を認め,60年11月より腹部膨満出現し61年 3月3日入院

した.入院時著明な腹部膨隆 ･波動 ･下腿浮腫を認め

氏.検査成績では,中等度貧血 ･凝固能低下 ･CEA

19.7mg/mlの高値を認めた.腹部 CTで多量の腹水を

思わせる lowdensityareaが腹腔内に広がっていた

が,数回の腹腔穿刺でも腹水は得られず少量のゼリー状

物質が得られた.以上より腹膜偽粘液腫を疑い3月17日

腹腔鏡検査を行ったところ,緑色の寒天様物質が腹腔内

に充満しており,腹壁には数個の白色隆起を認めた.塞

天様物質の CEA は 500ng/ml以上であった.3月28

日手術を行い左卵巣原発の高分化腺癌が認められた.
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5.トロ トラス ト症による肝腫癌の 2剖検例

波田野徹'野本 実(要望吉芸)市田文弘
症例 1 72才男性 昭和15年戦争中,左腕貫通銃創を

受け,血管造影で トロトラス ト使用後昭和54年近医にて

腹部Ⅹ線上肝牌に異常影指摘され.本学放射線科にて ト

ロトラス ト症の診断受け,昭和60年10月右側腹部痛出現

し精査目的にて当科入院.ALP等胆道系酵素上昇 ,

CT,腹部エコー,腹部血管造影にて肝内多発性腫癖及

び胆嚢腫大を認め,胆管癌,急性胆嚢炎と診断.昭和61

年8月肝不全にて死亡され剖検にて多発性,黄白色調の

塊状腰痛を認め,癌牌を伴い.門脈内腫療栓塞,胆嚢管の

開基を認めた.組織学的に トロトラス ト沈着,肝門部胆

管癌,肝細胞癌を認めた.

症例 2 62才男性 同様に戦争中 トロトラス ト注入後

40年経過にて,肝腰湯が出現.剖検にて, トロトラス ト

沈着及び肝細胞癌が認められた.

6.PTCD 後,肝被膜下に巨大な血腫 を形成

した 1例
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症例.69才,男.40oC の発熱を主症状として来院.

入院時,炎症所見に加えて胆道系酵素の著明な上昇がみ

とめられた.画像上,肝腺癌と肝内胆管の拡張がみとめ

られた.抗生物質投与で解熱したが,原疾患として十二

指腸乳頭部癌が疑われ,ERCPにて胆管に挿管できなかっ

たため,PTC 施行.その翌日より熟発したため PTCD

施行. 画像上, 乳頭部癌と思われた. その翌日ショッ

ク状態となり CTにて肝被膜下に巨大な血腫の形成が

認められた.PTCD に合併する出血の頻度は穿刺回数

と大きな関連をもつとされるが,穿刺回数は 1回であっ

たにも関わらず巨大な血腫をきたした稀な症例と考え報

告した.

7.CTによる肝容積計測と各種肝機能検査 との

相関に関す る検討

監謀議:鞘 筆記(誓聖諸)
当科入院症例59例を対象とし.CTよりマッププログ

ラム及びプラニメ-タ-を用い面積を求め,その総和に

スライス幅を乗 じて求めた肝容積と各種肝機能検査との


